
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局

食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内 線4289)
03(3595)2423(18時 以降)
03-3595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

++E Sf 6 nrJn
令和3年7月 7日 (水)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のMCPAの残留基準の設定について

②食品中のMCPBの残留基準の設定について

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

④食品中のキャプタンの残留基準の設定について

⑤食品中のシアゾファミドの残留基準の設定について

⑥食品中のシペルメドリンの残留基準の設定について

⑦食品中のトリメトプリムの残留基準の設定について

③食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

⑩食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

①食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について



①食品中のMCPAの残留基準の設定について

ピ無し● 寄付金・契約金等の受取(害り当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

②食品中のMCPBの残留基準の設定について

企業名 (申請企業等):  日本化薬株式会社

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

し

し

無

無

ジ

ー

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

眸 緊 欅 雖 熙 ♂ 当
圏 聾 江

― ― 一 ― ― 百 函 誦 而 ¬ 戸 〆 無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

→ 受取の有無 :□  有リ  ゴ  無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□  50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当の有無 :□ 有り

じ

し

無

無

レ

ー

有

有

□

□

し

し

無

無

ラ

ー

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報Bll
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

該当の有無 :□ 有り



④食品中のキャプタンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): アリスタライフサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

→ 受取の有無 :□  有り ビ
/無
し

→ 該当の有無 :□  有り

⑤食品中のシアゾファミドの残留基準の設定について

ピ 無し● 寄付金・契約金等の受取(害1当て)額

ジ

ー

有り し

し

無

無

□ 令和3年

→ 該当の有無:□  有り
→ 該当の有無:□ 有り

⑥食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

晰 襄 纏 黎 漱 六 警
健 饉 鐘 二

― ― ― 一
_≡
覇 蔽 百 爾

~〆
無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

し

し

無

無

ラ

ー

し

し

無

無

ラ

ー

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

□ 有リ
□ 有り

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 ,指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

□



⑦食品中のドリメトプリムの残留基準の設定について

鋪 錯 緻 蒲 譜 轟 許
型 出 饉

― ― ― ― =毒 両 編

「

√ ♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

● 申請資料等の作成に密接に関与
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

し

し

無

無

♂
ば
「
‐
Ｊ

有

有

●

●

ＦＩ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

□ 令和3年

申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無:□

該当の有無:□審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のビリオフェノンの残留基準の設定について

灯 襄 纏 黎 轟 了 守
蝶 楓 鐵 二

― ― ― ―
_憂
薮 蔽 面 爾

~♂
無し● 寄付金・契約金等の受取(害1当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

該当の有無:□

該当の有無:□

し

し

無

無
「

―

―

―

―

―

∃

ビ
ゴ

有

有

1特

記事項

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

害1当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度
□

料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取の有無 :□  有り  /無 し

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

該当の有無:□ 有り
該当の有無:□ 有り

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無
ご
／
「
‐
Ｊ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権 .特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下

□



♂無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

⑩食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

● 申請資料 該当の有無 :

該当の有無 :審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑪食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

鋪 錯 領 蒲 論 』 計
批 盤 ヒ

ー ー ー ー =舜 面 編 藤

「

♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下
.□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

当の有無 :□

該当の有無 :□

有

有

□

□

じ

し

無

無

♂
ノ

「
‐
‐
Ｊ

し

じ

無

無

♂
ピ
「
‐
Ｊ

じ

し

無

無

♂
♂
‐
‐
Ｊ

有

有

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

● 申請資料等の作成に密接に 該当の有無:□ 有り
該当の有無:□ 有り審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について

舗 錯 颯 蒲 譜 戴 計
凱 盤 ヒ

ー ー ー ー =舜 面 而

「

証 ♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□



（ 宛　先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話　 03（5253）1111　（内線4289）

03（3595）2423　（18時以降）
FAX 03－3595－2432　（残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

令和　　　年　　　月　　　日

令和3年7月7日(水) 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現　職

氏　名

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

厚生労働省　医薬・生活衛生局
　食品基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

　以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のMCPAの残留基準の設定について

②食品中のMCPBの残留基準の設定について

⑪食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

④食品中のキャプタンの残留基準の設定について

⑤食品中のシアゾファミドの残留基準の設定について

⑥食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について

⑧食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

⑩食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

⑦食品中のトリメトプリムの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 日本化薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 共立製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

①食品中のMCPAの残留基準の設定について

②食品中のMCPBの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： アリスタライフサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

④食品中のキャプタンの残留基準の設定について

⑤食品中のシアゾファミドの残留基準の設定について

⑥食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： 渡邊ケミカル株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： アリスタライフサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

⑧食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

⑦食品中のトリメトプリムの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： OATアグリオ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑩食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

⑪食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について























（宛　先）

〒100－8916

電話

FAX

厚生労働省　医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室離村

東京都千代田区霞が関1－2－2
03（5253）1111（内線4289）

03（3595）2423（18時以降）

03－3595－2432（残留農薬等基準審査室FAX）

寄付金■契約金等受取（割当て）額等回答表

令和j年∂月お目

令和3年7月7日（水）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のMCPAの残留基準の設定について

②食品中のMCPBの残留基準の設定について

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

④食品中のキャブタンの残留基準の設定について

⑤食品中のシアゾフアミドの残留基準の設定について

⑥食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

⑦食品中のトリメトプリムの残留基準の設定について

⑧食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

⑩食品中のフルチア二ルの残留基準の設定について

⑬食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について

≡≡崇暮雲ノ斬組氏　名



①食品中のMCPAの残留基準の設定について

．禦（去」当譜皇蓋株式会軋一
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無＝□有り　釘／無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �8ﾘ��S�iﾈ苓,��

口　令和2年度 �����S�iﾈ鈴�2�

□　令和3年度 �8ﾘ��S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 剽L 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中のMCPBの残留基準の設定について

．盟（去J当粁丑一一
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→　受取の有無：□　有り

□　令和元年度 �����S�iﾈ苓,��

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴�b�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

．書莞漂慧慧（去」当豊里塵株式会虻－
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

〆無し
当該年度における受取額

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→受取の有無＝□有り　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓5ｲ�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント粁指導料 

□　特許権■特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

超～500万円以下

超

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無‥□　有り

特記事項



④食品中のキャブタンの残留基準の設定について

．糟（妄J当莞甲イフサイエ過酷去会
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

二‾受取の有無＝七有り‾‾　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓ﾈ��

ロ　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 剽L 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

口　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　D　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無＝□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のシアゾフアミドの残留基準の設定について

．苦労莞崇澄。妄J当譜産糞株式会社¶
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→　受取の有無：□　有り

□　令和元年度 �����S�iﾈ苓,��

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴�b�

□　令和3年度 �8ﾘ��S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無＝□　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑥食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

．漂吾法監慧（去」当譜雌株式会社一一
受取有りの場合、最も多い寄附金■契約金等を受け取った年度

√無し

当該年度における受取額

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

二受取の有無＝□有り一㌔無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ苓5ｲ�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント朴指導料 

□　特許権■特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無‥□　有 

超～500万円以下

超

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

特記事項
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⑦食品中の卜Jメトプリムの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：　渡連ケミカル株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→　受取の有無＝□　有り　オ　無し

当該年度における受取額
D　令和元年度 �����S�iﾈ礼B�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓-ﾂ�

□　令和3年度 �����S��iﾄb�

【受取額の内訳】 剽L 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　口　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑧食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

．賃莞規聖霊莞～（去」当譜主意株式会辻一
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

→　該当の有無：ロ　有り

→受取の有無＝。有。√無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ鈴+r�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント粁指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　アリスタライフサイエンス株式会
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：口　有り

→受取の有無＝□　有り　〆無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �8ﾘ��S�iﾈ苓5ｲ�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

□　令和3年度 �8ﾘ��S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 
ロ　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有 

超～500万円以下

超

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無＝□　有り

特記事項

●

●
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⑩食品中のフルチア二ルの残留基準の設定について

塵美名（申請企業等）：　＿OATアグリオ株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→受取の有無＝庁「前「一㌔無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾈ鈴+r�

□　令和2年度 �����S�iﾈ苓躋�

口　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 � 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

口　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 剽L 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑪食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

．漂君去悪霊慧（去J当譜出生捗式合札一
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→　受取の有無：□　有り

□　令和元年度 �����S�iﾈ苓,��

□　令和2年度 �����S�iﾈ鈴�2�

D　令和3年度 �����S��iﾈ冷�

【受取額の内訳】 

口　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

口　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　D　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無＝□　有 

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑫食品中のマンデストロビンの残留基準の設定について

．凛莞慧艶慧（妄J当豊北皇族式会軋一
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

／無し
当該年度における受取額

超～500万円以下

超

→　該当の有無：□　有り

→受取の有無＝□有。一㌔無し

当該年度における受取額
□　令和元年度 �����S�iﾅ��

□　令和2年度 �����S�iﾅ��

□　令和3年度 �����S��iﾂ�

【受取額の内訳】 

□　寄附金（奨学寄付金含む）　　　　　　　□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 

□　講演料　　□　　　原稿執筆料　　　□　当該企業の株式 

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 

申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□ 

円超～500万円以下

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　→　該当の有無＝□　有り

特記事項

L
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( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

  〒1 0 0 - 8 9 1 6 東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
  電話 0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線4 2 8 9 )

0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
  F A X 0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和3 * 年6 月ぶ〇日

令和3 年7 月7  a  ( 水）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・勤物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおり回

答する。

  ① 食品中のM C P A の残留基準の設定について

  ② 食品中のM C P B の残留基準の設定について

  ③ 食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

  ④ 食品中のキヤプタンの残留基準の設定について

  ⑤ 食品中のシアゾフアミドの残留基準の設定について

  ⑥ 食品中のシペルメドJ ンの残留基準の設定について

  ⑦ 食品中のH U  メトブリムの残留基準の設定について

  ⑧ 食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

  ⑨ 食品中のフルオキサストロピンの残留基準の設定について

  ⑩ 食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

⑪食品中のブロシミドンの残留基準の設定について

⑫食品中のマンデスH □ビンの残留基準の設定について

現職 国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

  氏名 f  f  



①食品中のM C P A の残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：石原産業株式会社
・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

  受取の有無：口有り 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

  口 その他(

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

 無し

 無し

②食品中のM C P B の残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：日本化薬株式会社

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

令和元年度

令和2 年度

口令和3 年度

口

  受取の有無：口有り 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

 π その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

0  無し

 無し

③食品中のアルベンダゾールの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）: 共立製薬株式会社

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

 受取の有無：口有り β 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

 無し

 無し



―該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

一受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑤食品中のシアゾフアミドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：石原産業株式会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

一受取の有無：口有り S I 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

   ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り S  無し

  「特記事項 1

⑥食品中のシペルメドJ ンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：住友化学株式会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

―受取の有無：口有り ぱ無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

     口 その他（ ） ー

  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り E J 無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 I

  口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

④食品中のキヤプタンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：アリスタライフサイエンス秩式会計

し
し

無
無



⑦食品中のドJ  メトプリムの残留基準の設定について

―該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

 ―受取の有無：口有り α 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

―受取の有無：口有り B Z  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑨食品中のフルオキサストロビンの残留基準の設定について

企業< ( 申請企業等）：アリスタライフサイエンス秩式会計

企業名（製造企業等）：渡邊ケミカル株式会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

- * 受取の有無：口有り M  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   口 その他（ ） 一 」
   ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 I

⑧食品中のピリオフェノンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等) ：石原産業株式会社

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   口 その他（ )

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   □一その他（ )

し
し

無
無

無
無



⑩食品中のフルチアニルの残留基準の設定について

一該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

- * 受取の有無：口有り H  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（申請企業等）：0  A T アグリオ株式会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

一受取の有無：口有り ゴ無し
当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

  口 その他（ ）

  ・申請資料等の作成に密接に関与 ―該当の有無：口有り d 無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 一該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 1

⑪食品中のプロシミドンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：住友化学株式会社

・寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2 年度

口令和3 年度

  一受取の有無：口有り 無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

ー ロ 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

. 口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

    口 その他（ ） ー ー|
  ・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り a 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 ―該当の有無：口有り h  無し

  「特記事項 1

⑫食品中のマンデスh □ピンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：住友化学株式会社

【受取額の内訳】

   口寄附金( 奨学寄付金含む） 口研究契約金 ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料 口 原稿執筆料 口 当該企業の株式

   ロ ーその他（ )

し
し

無
無
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